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渥責半島先端部の雄形と土地利用
新 JLf頁 子

/､調 査地域 と粛 束 の目qj

訴 垂鍵威 遁_桑 平鹿 は .資鮒 療 G,)最 萄揃 に鑑 覆 し乗 車洋 上 に光束よ ソ顔 軌 二

匂って紺 を <の かる半鼠であ る｡そ の 子亀 に於 て ,兇滅却 4)層 3鞘粛 (頗 江

町 ､イ学良潮岬対 ,展J持 ) からなる汲東町 を鋼 壁地域 として｣監んだ ｡

研 究 の 日的 終 ,初 め は督産地 埋 琴輯 老廃 に や ノ廿 をfiいて地形絶息 史 ヒまで

はゆ がむ <ビ 叱地形 琴時 に この フィー Jt/ド夜番廃 してま とめ てよ たい と煮 え

たが .ノトきな他線だ けを-一郭 倉 ヒって そ こだ けを鐸 しく為 る こt:は.あま り

恵牽 かな いし一 又 失職 r桑 . 萄帰 ケ鹿 を含 め て菰 (居贋 す るほ どカ もなし､q)

で,研 究 の 静狩 を調 査地域 Qj.牝威的鳴 色 を明 らガ1こする魚 によき .地 絡杓 に

ま とめた ･ その際地域 の艦1路 を肥後 するため に弼塗壁嫉､の地形 I気候 ,上底

等の督麿媛虜 を-塵 に者廃 し . 更 にその上 に線拡 Ll"られ る人 間商都 (上 地利

伺う痔 に その癌勤 のヰIt､である巌泉 がし.ゝがな る地威 吋f虻革 を掩 ってLlる カ＼を
明 らか に しよ うと試｡みた o

c2.宙悪環境

調査竣成 の 色感慮 腹 の 皮つと～し患 きれた魚 ヒして冬姉 痘啄 な笥像 峰 件 があ

る｡飼養地顔 4)年間 乎均 繁盛 ti/i･之pc で康嫁iC歎候 区の平均 現題 よ り高 (

気温 cJ意 に於 てli養田 一項己伊半島の免荷 の南藤 式笥像 区に類似 してい る ｡そ

れ紋祭桑園欄 が df8- )70日とい う温暖 tl壊滅 でそりゃ でこも館に太 LL.d)席q)

Ll/凄艶及び兜堀G,)砂 丘地 は冬季 舟虜修圧二比 べて約 よ - 3oC気温が轟 く雰露地

甥で,吸 地政 南軍 蜜芸濃菜 の中 心 地 とな っている｡

地 形豹には.主監泉 半 島 は整jHを盈 る中東線度 衆 ¢)ダ摘壬にあ Ij鞠目茶外 静地

97--//,区｣二展 す る ｡その腐 ､この地 には.中央終息 繰G5影響 に i'&戚妙 な吸塵慮

和 があ るので (jltIいか と鷹 えられる . 調査姥凍 り地形 を大 利 す る ピ , 兼石 山

豚 の娩 き て角 鷹 ′ 碇 磨 啓の古生膚 の繋留 からな リ ノ 金厳 に級や かな逐 年顔 の

･女壊.山地 をな して痕 跡 二分席 する山砲 と.Li/政 の由櫛 を膿 める線 に後藤 した

庶腐骨 の合壁 ′それ は ,太 乎琴庫 では東 成 の番 に侵蝕 され て恩 な.盈 とな zJ牽

亀 り兜席 と庶羽慮対 一 色困息 には .畜生膚 q) 墜易 が 霧 出 し ,,ト局 地 を塗 して

(a)



対 監輝斉 をつ くっているO又河の盤藷や 尊慮∴風 .濠ノ紗轡の 抽 至によJa沖頗/低

地 の 3つ に分けられる .解 に 埠藷柳 でば沖頒低 地 の絶息 が貴 く太 乎孝虜 と好

対照 碍な潜入 の ある頗施 む曲線 的賂斉 を保 ってい る｡

革鞠 に於 こぼ , Li芳り 窒 ヤ温泉 .竣姥 に おけるJ+/- ソング. ′ 露 頭調 査掌 に

よ って ′ 土地 劉 搾C)廟 と しての飽和 を放鵡 分肇図 に京 す藤 に要図介 した Oこの

艶形 分類 に渡 して戸司感 に な ったのば台煙覇 の紹介及び､鋼壁 地顔､の 台赦 面 と高

･ ･- :,'.･'::I.日,･ 二･iL.日11 ㌦トi:').iJJ,'J/,i/?/i-1;LL･｡ttJ rJ'717一.:_Jf･T･ lJ,._･/.', .･../:

かごない為 ･-一束 内湾剣 ,本革浮動 q)台腰 を伺 -,I?互の と して孝 えた か∴ 画一麿 を

同 一-C)彩 威 裟雇宴と磨 えるの には少 し鷹壁が ある歳 に燈 う ら蹄 に太平寿明 の蒐

覇肇 にば細 かい度 し戊レをのせ た 一級 高 い面の蕗鹿 が緩 め られ .この面首 ､他

の曾勉 萄よ ソ-殴 蓋 いの でばないか と虜 える u 患膚 搾 貌(=ついてあ てもh>､

j療及び粘 土 か礎 盤 な互層 をな し,内湾劇の廃 部 で Li名家がo乙巳エCCL･の前 置層 的
塵膚 を恭 し又 西都 の発端 の方 では波G5影 響 ヒ番 え られる威 g産頗 るして いて

多 <の閣腰泉 を顔 してい る .

3､五地利凋

上 の鹿 EI督感虜鹿 に .蜜 に薄 々 の塵 史蘭 ､社会的 審 輿か藷合 されて 一_この

地威 の人解感動が決足 され てし与る Oその人 間盾 軒 を.主 として上級をい かに

剰 用 している かという地産鹿 緒 の研 究 分野 の街 から考慮 する中

朝登城威 q)土一敗創 動 i巌発 釣上鹿 創 周か主で .エ発句 上盤利 用 はわす､カ､､

マオタン ､蔽粉工腸 に見 られ るに すぎ ~ない｡又 漁象 もか つて は草原.半鹿.とし

て変革-な覆 巣 の辛,じ､てあ ったが後産 では弼餐地線 の-1野 に 主 ヒ して海善感鷹

を乎人目こする半農 半漁 の姥威､がL諒 られる濃 度 であ る .痩 象 L/つ いてみ ると ,

水 軍 ヒ畑地 の劉各 が水 野342,87gに対 L'て贈磨 占7.よC/Oや畑 作 平松 の風 発 で

ある ｡そ れ駄調査地廟 の巌 菜 は ′ 永 田車JLi.の風廉 に.比べ て帝施櫨 尊の盛 者砺

衆 動 及び､東優 な どに厳 響 されて不孝 盈 て ある という弱息 をC伊γ1ンrLする線 に

風雅物 の薮伺 出荷 ,癌歴 の 吏同港政 .上姥 改 良琴が｣象んで なされ鹿 代厳禁 へ

と薮 にノ太さ<教 わ りつ -ゝある ｡

このj弦嬢 の嵐泉 oD嫡 色 をまとめ る と,①畑 作やIL1の度数 ㊤ -農 家畠 ソ経

営斬地 面塵 dIPOa で全 国及 び.愛郷県の卑均 に比 べて養 い ② 番カ カル矛ベ

ー ダ- ′ 厳 威 力度用 の集約 的農 泉 ④ 主線 砲塔.温 餐鼻 糞 ′市場句鹿 家教培

工 夏作物毅希 ､萄各厳密の凄艶食 わ さっf=多角&j蚤 営 .
/ー

この多角呼量宴dj衝 から調査勉威 の魔窟 殉 上 級利周 り鍵 威厳 につい て者.顔

すると ､喝凄地域 に超 SPつの二地域型かみ られ る α

◎畑 嫁やノじU)半壊金棒 に広 く倉香 し半島風 貌の 払 且 である慶東壁 嵐発｡
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㊤温 窒星 営 .花一存iZ)啓､政教席 を立 と耳鼻毅彦や }七の暖 地J&轟牢固安濃鹿 o

② 竃鎗 網新開 賢 者やlttと す,6藷君 の酪 艶濃 )

◎ 内 密劇 の浄葛磨感 覚 と帝′[班の繍禿 鶴閣僚 によっ て乾 び ついた渡菜 O

,◎ 磨Lii地 区3-'常数 6rj閣威 厳敦

超 しこれ らぼ兇全 に別 々 の彩鍍 をとっ て倉荷 するdjで はなく,Eれ らの鼠ノ合

わ さった放り奴か多い ｡謁杢鹿 威この上赦 利 用の毅観 は大 正 宋覇以東 薦 レ( ,碑

に常飲.に於 げる血 代厳薮 へり発 鼠はめごましい ｡ 僚 点ては .喋把捉 轟偉 観素
敵泉 が この此 奴 の巌魔 のやJktとな ソ､盈ま れた 教威厳 件 ､弼風 ､聞 西の二式

事腐 りや簡約 舷置及fJLl名 畠巌 帝壕 をひかえ でし,-13魚 兎 ,トラ ック斬嵐 の発慮

-鍵 の園裏作要目二乗｢g'る帯革の増大 撃が倉 ねこ って ′二の地域 の釦毎読読物
を も つと塩生/7＼す上兼刺 伺 ヒ レで暖地 舷 為轡顔宏敷泉 が爾重雄錬 り 阜藤 とLJ

リつ l ある .

4t,おわ ')に

網 杏地虜 の姥威痢 産脇 を出 そ うと して色Gの方野 か ら関'L､を培 って弼垂 し

たが∴ それば 牽 くoB事 を知 る ことが 出産 , 風貌 にはな ったが あま り多岐 に わ

た ってヰ舟 が 訂<な った ことがゑ奄 される ｡椅 泉 匪び この地域 に何 らか の焦

点 をt,珠いって ′す発 な らば含鹿 面り地 形絶滅 に ついて新 党 したい と思 う｡

下総 台地 の 地 形と土地 利用
一 旧任禽町及 び御 本iの場合二

束 的 美 也 子

詞 垂.披露 は匂庶約度 産 が各見 ると′虜線 半熟の北 都から中央 部 にかけて ひ

ろ斬 る疾藷 台地 一千線 合強 めぽ ＼､･車乗 .印藤沼 の帝にあ り′行政 的 には41集

農 政倉 荷の旧産金野鼠か膚汲 邸対 で. 面牽約 3g.∫K孔 ユ. 人口拍 /dnOO^ ¢

北軍 である ｡ こ tは瑚藤沼を終 えた尊 馨 り穂 と してやせ扶桑 威 下町 であ ソ同

時 に英 田街慮 妨q)痛感 町 であ ったが.明 珍以後 Li遭碇曹在り質番 ヒむ Ej′終

粍後 は地 方都 市 t.な った有感 ヒ,そ れを と りまく風村姥威 孝食ん でおリ,辛
均 して蔵泉 人 口の 4(OZC/Oが巌東経 番麿 であ る｡

地 形以 外 にこりこ姓承 り句歴 と して蜜婁なものば地 下水 であ&,0台塵 を壊威

すZ,於藤 膚 ′ 所 鍔成 田層 は-塵 に放 下太 を餐番 に適凝 Ljてし'るが ′網凄 鹿虜

では繰高 一♂0- --ra孔及 び -10--イ 0年 相恩 に 二億 の毅且 放 下木簡/F ､

十jO礼 及 び ナoLO恥 町且 に留由地 下水層 が見 られる U この藩 札薄 い ものは

燭JTrによ ソ庶 高の産 がか な りある慮木 で ある｡ これ らの地 下水 は藤親 水 .飲

料水 と して この地域 の東 の覆 審な鍵給藤 とLJ:って良 工仁 C2{ -- 占 O P e)魔君
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